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課程 コース 定員 学位 

修士
課程 

政治学コース 40名 修士（政治学） 

国際政治経済学コース 10名 修士（国際政治経済学） 

ジャーナリズムコース 40名 修士（ジャーナリズム） 

博士
後期
課程 

20名 博士（政治学） 

政治学研究科政治学専攻 



政治学コース

 先端的な政治学の理論と方法に立脚した、日本を
起点とする国際比較研究の発信拠点 

 世界標準の政治学方法論と、日本とアジアについ
ての内在的な理解とを兼ね備えた研究者の養成 

 公正な社会の構築のために社会のさまざまな分野
においてリーダーシップを発揮し、秩序あるグ
ローバル社会にむけて、日本とアジアの声を世界
に発信することのできる実践的人材の養成 



政治学を包括する５領域 
研究領域 含まれる主な分野　（主たる地域キーワード） 

現代政治 
現代日本政治分析、政治過程論、投票行動分析、マ
スコミュニケーション論　（日本、アメリカ、ヨー
ロッパ） 

政治思想 政治思想史、現代政治理論、政治哲学、憲法　
（ヨーロッパ、アメリカ、日本） 

比較政治 
比較政治学、地域研究、中国研究、日本政治史・政
治思想史　（アジア、ロシア・東欧、ヨーロッパ、
日本、中南米） 

国際関係 
国際政治学、国際政治史、国際社会論、国際政治経
済学、日本外交論　（アメリカ、ヨーロッパ、アジ
ア、日本） 

公共政策 行政学、国際行政学、地方自治論、政治制度論、行
政法、福祉行政　（ヨーロッパ、アメリカ、日本） 



研究領域ごとの
合同演習 

教員ごとの
演習 

研究指導教員 アドバイザー 

複数の眼で 
柔軟に 

学際的に 専門的に 

開かれた
研究指導 



共通基盤としての方法論 

方法論入門 

規範 

経験 数理 

方法論セミナー 

専門研究 



多角的なカリキュラム 
研究領域を縦軸に、方法論を横軸に 

世界水準の国際比較研究者養成 

経 験 的 方 法   

規 範 的 研 究   

数 理 的 分 析   

現代
政治 

政治 
思想 比較 

政治 
国際 
関係 公共 

政策 



複線的な履修モデル 

規範的研究 

経験的方法 数理的分析 

利益団体活動
の日韓比較 

国際連盟加盟
期の日本政治
思想 

国際的公益と人道
的介入の政治理論 

現
代
政
治 

政
治
思
想 

比
較
政
治 

公
共
政
策 

国
際
関
係 

フィールドワーク 



国際政治経済学コース 
 政治と経済の分かちがたい相互連関を国際的な
視野において分析・理解しながら、規範的な
パースペクティヴから実行可能な政策を検討・
構想しうるような、新たな学問分野を切り開こ
うとする先進的なプログラム 

 真にグローバルなヴィジョンをもって国際社会
に貢献する実践的な人材 

 真の政治経済学を構築することのできる研究者 







ジャーナリズムコース 



ジャーナリズムコース 
 プロフェッショナルとして倫理、知識、技術
において実践的であるとともに 

 専門的知識と市民社会の間に相互関係を作り
上げる公共的コミュニケーションの担い手と
して専門性においても卓越したジャーナリス
トの養成をめざし 

 アカデミアとジャーナリズムの真の出会いの
場を実現します 



ダブル・ディグリープ
ログラム 

早稲田 
ジャーナリズム大学院 

アジアに強い日本人
ジャーナリスト 

日本に強いアジア人
ジャーナリスト 



 ジャーナリズム大学院 
プロフェッショナル教育 

 専門知＝幅広い専門分野についての科学的知識と哲
学の理解 

 ジャーナリズムやメディアの役割に対する深い洞察 
 批判的思考力 
 プロフェッショナルな取材・表現力 
 現場主義＝フィールドに基づく経験 

専門研究・研究者養成 
 ジャーナリズム＆メディア・スタディズ 



批判的思考力 リサーチ・デザイン、データの見
方、表現の自由、公共哲学 

ジャーナリズム
とメディアへの
洞察 

ジャーナリズムの理論・分析・歴
史・思想、メディア・スタディー
ズ 

専門知 政治、国際、経済、法と社会、文
化・スポーツ 

実践的スキル ニューズルーム実習、メディア制
作実習 

現場主義 インターンシップ、フィールド
ワーク 



MAJESTy 
科学技術ジャーナリスト養成プログラム 



方法論科目、知識情報・リテラシー科目

 コア理論科目 自然科学基礎知識 基礎部門
 イシュー領域

 コア実
践科目



 科学コ
ミュニ

ケーシ
ョン

実習

 メディ
ア制作

実習

 インタ
ーンシ

ップ

ジャーナリズム・メディア研究



科学技術養成プログラム 

科学技術
コミュニ
ティ 

学識 
先端技術 
専門家 

一般社会 

Tax 
Payer 

非専門家 

科学技術コミュニティと一般社会の境界に位置する 
「科学技術ジャーナリスト」

科学技術コミュニケーター・インタープリター 

科学技術ジャーナリスト 

批判的精神を持ち、 
社会的公正の視点から問題提起 

情報の開示の要求、探求の
方向性の検証 



博士論文までの確かな展望 
５年間一貫教育プログラム 

修士課程 博士課程 

１ ２ ３ ４ ５ 

コースワーク

２．修士号認定 

自主ワークショップ

資
格
認
定
試
験 

１．分析手法認定試験 

３．領域修了試験 

４．論文構想試験 

５．博士論文試験 

・博士論文執筆中の学生により自
主的に運営（複数） 

・方法論1年間 
・研究領域3年間 

フィールドワーク

情
報
発
信
演
習 

・国内・国外における現地調査 
・外国提携諸大学への派遣 

・論文作成 
・研究発表 
　（日英） 
・英語クラス 



入学試験 

4月入学 

 推薦入試 

 一般入試 

 社会人入試 

 外国人入試 

9月入学 

 推薦入試 

 一般入試 

 社会人入試 

 外国人入試 









最先端へのたゆまざる挑戦 
カリキュラムの体系化 
 － 研究領域制の導入 
 － 共通基礎科目の設置 

研究水準の国際化 

COE-CAS  
2003-  

COE-GLOPE 
2004-  

科学技術ジャーナリスト 
養成プログラム　2005- 

国際競争力をもつ研
究・教育拠点 

魅力ある大学院教育 
イニシアティヴ　2006- 

国際政治経済学コース 
ジャーナリズムコース　2008- 



政治学徒よ！来たれ！ 
ジャーナリストをめざす者たちよ！ 

来たれ！ 

Thank you! 

早稲田大学大学院政治学研究科 


